
容器包装３Ｒ高度化等推進事業

２０６百万円(８３百万円)

廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室

１．事業の概要

本事業は、現行の容器包装リサイクルシステムの高度化を図るとともに、

リユース促進等新たなシステムについて検討を行い、また法施行に必要な

実態調査等を行うもの。

２．事業計画

①容器包装リサイクルシステム透明化のための制度検討（新規）

・容器包装廃棄物再商品化製品の利用の透明性向上検討、容器包装廃棄物再

商品化製品・利用製品の活用に向けた実態調査

②市町村による分別収集の高度化に係る調査及び分別収集・選別保管に係

る市町村コストの実態調査(平成18年度～)

③プラスチック製容器包装リサイクル高度化推進調査(平成20年度～)

・市場で流通しているプラスチック製容器包装の実態調査、きめの細かい

分別収集、再商品化に伴う残さの有効利用に向けた実証調査等

④ペットボトルを始めとした容器包装のリユース促進に係る検討調査(新規)

・ペットボトル等の飲料容器のリユースについて、実証実験の実施を含め

た検討

⑤その他、容リ法施行に必要なリデュースの取組や廃ペットボトルの輸出

等市町村の独自処理に関する実態調査、環境負荷等分析調査等

３．施策の効果

○消費者が分別排出した容器包装廃棄物がどのようにリサイクルされたか

実感できるシステムを構築する。

○分別収集、再商品化それぞれの段階で質の向上が図られる。

○効果的な排出抑制策やリターナブル容器の普及を図ることで、廃容器包

装の発生抑制が期待される。



４．備考

容器包装３Ｒ高度化等推進事業 206百万円

（目）環境保全調査費

（内訳）

① 容器包装リサイクルシステム透明化のための制度検討 35百万円

② 市町村による分別収集の高度化に係る調査及び 16百万円

分別収集・選別保管に係る市町村コストの実態調査

③ プラスチック製容器包装リサイクル高度化推進調査 40百万円

④ ペットボトルを始めとした容器包装の

リユース促進に係る検討調査 45百万円

⑤ リデュースの取組に係る実態調査 10百万円

⑥ 容器包装に類似した大量消費・大量廃棄型製品の排出 16百万円

実態調査

⑦ 廃ペットボトルの輸出等市町村の 5百万円

独自処理に関する排出実態調査

⑧ 容器包装廃棄物排出実態調査及び組成分析調査 19百万円

⑨ リユース・リサイクルに伴う環境負荷等分析調査 20百万円



• 容器包装廃棄物の排出抑制及び質の高い分別収集・再商品化の推進
• 再資源化の流れの透明性の向上等による消費者の信頼性の更なる向上

容器包装３R高度化等推進事業費
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プラスチック製容器包装リサイクルの高度化

・リデュース実態調査
・廃ペットボトルの市町村の独自
処理に関する実態調査
・容器包装廃棄物排出実態調査
及び組成分析調査
・リユース・リサイクルに伴う環
境負荷等分析調査

各種調査

ペットボトル等の容器包装
のリユース促進に係る検討

リサイクルシステムの透明化

容器包装リサイクル法の仕組み
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